
 

　英　語　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　出題のねらいと内容・結果の考察　 

 

１　出題のねらいと内容 

 

　英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働

きなどの知識及びこれらの知識を聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことによるコミュ

ニケーションにおいて活用する技能並びに情

報や考えを理解したり、これらを活用して表

現したり伝え合ったりするために必要な思考

力、判断力、表現力等を総合的にみることを

ねらいとした。 

　第一問では、絵を見ながら英語を聞いて内

容を理解する力、会話の流れに沿って適切に

応答する力、会話を聞いて内容を理解し質問

に適切に応答する力及び短い英語を聞いて場

面を捉え質問に対して即興で適切に応答する

力をみようとした。 

　第二問では、短い会話を通して、基本的な

文法・語法に関する知識と語彙力及び基本的

な英文を構成する力をみようとした。 

　第三問では、催し物について英語で書かれ

たチラシを素材とし、必要な情報を読み取る

力をみるとともに、親切な行為の広がりにつ

いて中学生が話した英文を素材とし、英文の

概要を的確に捉える力をみようとした。 

　第四問では、高校生が人間の行動の特性に

ついて調べるために読んだ英文を素材とし、

必要な情報や概要、要点を的確に捉えながら、

書き手が伝えようとする内容を読み取る力を

みようとした。 

　第五問では、友人の誕生日に祝意を伝える

際、電話と電子メールのどちらがよいか意見

を募集する学校英語新聞の英文を素材とし、

自分の考えやその理由を相手に伝わるように

英語で適切に表現する力をみようとした。 

２　結果の考察 

 

＜第一問＞「聞くこと」に関する問題 

問題３  　３番   まとまった量の会話を聞いて話

し手の意向を正確に把握できるかをみる問題。

正答率は39.4％にとどまり、会話中の情報を

整理できていない誤答が多かった。聞き取っ

た情報を整理し、その内容を基本的な語句や

表現を用いて伝える活動などを通して、話し

手の意向を正確に捉える力を養いたい。 

問題４   助言を求める質問に対して即興で適切

に応答することができるかをみる問題。得点

率は44.4％にとどまった。助言をするときに

用いるYou can...などの表現を適切に使うこ

とができていないものが多かった。目的や場

面、状況などに応じて、即興で応答する活動

  発話を聞き、話し手の意向を正確に把握す

ること、適切に応答することに課題

を通して、既習の文法事項や表現を適切に使

用できるように指導したい。 

 

＜第二問＞コミュニケーションを支える文法・

語法に関する問題 

２(2)　 受け身に関する問題。正答率は18.3％

にとどまった。主語と動詞を的確に捉えるこ

とができていない誤答が多かった。主語とな

る名詞を前置詞句で後置修飾することが難し

かったと推察される。後置修飾を指導する際

は、日本語の語順とは異なっていることに留

意して指導する必要がある。基本的な文法事

項については、言語活動の中で繰り返し使用

することで、定着につなげたい。 

　文法事項を正しく用いて基本的な英文を構

成することに課題
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＜第三問＞「読むこと（日常的な話題）」に

関する問題 

１(2)　 資料から必要な情報を読み取ることが

できるかをみる問題。正答率は48.7％にとど

まった。b・c層では、チラシと同一の語句が

使用されている選択肢を選んだ誤答が多かっ

た。目的に応じて、必要な情報を素早く把握

するような活動を充実させることで、資料か

ら必要な情報を読み取る力を身に付けさせた

い。 

２(4)　 スピーチの流れを正確に捉えられるか

をみる問題。正答率は39.4％にとどまった。

どの層においても、スピーチの内容の序盤か

ら流れを捉えられていない誤答が多かった。

エッセイや物語などの文章全体を読んだ後に、

時系列に情報を整理したり、筆者が伝えたい

ことの大まかな内容を把握したりする活動を

充実させ、まとまりのある文章を時系列に沿

って整理する力を養いたい。 

２(5)　 スピーチの話し手が伝えたいことを正

しく読み取り、それを表現できるかをみる問

題。全体の得点率は19.7％にとどまった。話

し手が伝えたい内容を抽象化して理解できて

いないものが多かった。また、要点を英語で

表現することに課題がみられた。英文のキー

ワードを確認して、全体の内容を簡単な英語

でまとめる活動を取り入れるなどして、要点

を読み取る力を伸ばすとともに、その内容を

適切に表現する力も伸長させていきたい。 

 

＜第四問＞「読むこと（社会的な話題）」に 

  関する問題 

　資料から必要な情報を読み取ること、文

章の要点を捉え、表現することに課題

　文章の構成や論理の展開を踏まえて、内容

を的確に把握し、表現することに課題

 

 

 

２　本文中の空所に入るつなぎ言葉を選ぶ問題。

第四問の中で、a層とb・ｃ層の正答率の差が

最も大きかった。順接を表す接続詞soが正答

であるが、逆接を表すbutを選んだ誤答が最

も多かった。文章の構成や論理の展開を意識

しながら、内容を的確に読み取る力を育む指

導の充実を図りたい。 

４　英文の文脈に沿った疑問文を空所に入れる

ことができるかをみる問題。文脈に沿ってい

ないものが多く、空所の前後の内容を正確に

捉えることや、文脈に沿った疑問文を表現す

ることができなかったと推察される。英文の

内容を正確に把握する力や、文脈を踏まえて

適切に表現する力を養う言語活動を充実させ

たい。 

 

＜第五問＞「書くこと」に関する問題 

　　英文の内容を把握し、自分の考えとその理

由を３文以上の英語で適切に表現することが

できるかをみる問題。問いに対する自分の考

えを書くことはできるが、その理由を書くこ

とには課題がみられた。考えと理由が論理的

につながっていないものが散見された。ｃ層

では、動詞が欠落していたり、接続詞や関係

代名詞などを用いずに動詞を多用したりする

などの文構造上の誤りが多くみられた。a・

ｂ層では、前置詞の用法や動詞の語法が誤っ

ているものが多くみられた。読んだ内容につ

いて自分の考えやその理由を伝え合った上で、

その内容を整理して書くなど、領域を統合し

た言語活動を充実させたい。また、自分の考

えを英文で表現させる際は、他の生徒や教師

からのフィードバックを通して内容や表現の

適切さを吟味させ、論理的な構成や展開を意

識した英文を書く力の育成を図りたい。

　自分の考えが伝わるように英文を論理的

に書くことに課題
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正答率・無答率・得点率・その他

得点率
調査書総点別得点率

（a:135～111点 b:110～88点 c:87～48点 ）

１番 多肢選択 リスニング 内容把握 96.2%

２番 多肢選択 リスニング 内容把握 70.5%

１番 多肢選択 リスニング 内容把握 82.4%

２番 多肢選択 リスニング 内容把握 76.1%

１番 多肢選択 リスニング 内容把握 66.8%

２番 多肢選択 リスニング 内容把握 62.1%

３番 多肢選択 リスニング 内容把握 39.4%

英文記述 リスニング 応答文 44.4%

(1) 多肢選択 文法 80.5%

(2) 多肢選択 文法 79.2%

(3) 多肢選択 文法 39.7%

(1) 語順整序 文法 70.7%

(2) 語順整序 文法 18.3%

(1) 多肢選択 情報検索 69.3%

(2) 多肢選択 情報検索 48.7%

(1) 多肢選択 内容理解 74.6%

(2) 和文論述 内容理解 41.5%

(3) 英文記述 内容理解 21.1%

(4) 多肢選択 本文の 要旨 39.4%

(5) 語記述 本文の 要旨 19.7%

和文論述 内容理解 33.5%

多肢選択 内容理解 55.4%

多肢選択 内容理解 52.1%

英文記述 内容理解 23.1%

(1) 英文記述 内容理解 37.4%

(2) 英文記述 内容理解 28.3%

(1) 多肢選択 本文の 要旨 58.9%

(2) 多肢選択 本文の 要旨 49.9%

(3) 多肢選択 本文の 要旨 43.5%

英作文 英作文 40.6%

49.2%

英語

問題 正答率→ ←無答率

第

一

問

問題１

問題２

問題３

問題４

第

二

問

１

２

第

三

問

１

２

第五問

計

第

四

問

１

２

３

４

５

６

99.0%
97.5%
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a

b

c
96.2% 0.0%

95.5%
77.2%

40.3%

a

b

c
70.5% 0.0%

97.6%
85.8%

64.7%

a

b

c
82.4% 0.0%

96.5%
82.9%

50.0%

a

b

c
76.1% 0.0%

92.8%
70.1%

39.2%

a

b

c
66.8% 0.0%

87.5%
62.7%

38.1%

a

b

c
62.1% 0.0%

63.5%
35.0%

22.0%

a

b

c
39.4% 0.1%

77.6%
45.0%

13.4%

a

b

c
28.8% 14.2%

99.3%
90.1%

52.8%

a

b

c
80.5% 0.0%

98.3%
87.0%

53.4%

a

b

c
79.2% 0.0%

57.8%
37.2%

25.9%

a

b

c
39.7% 0.2%

97.2%
76.8%

39.8%

a

b

c
70.7% 0.1%

47.4%
9.4%
1.1%

a

b

c
18.3% 0.6%

91.0%
68.3%

50.4%

a

b

c
69.3% 0.1%

78.3%
44.2%

26.4%

a

b

c
48.7% 0.3%

97.3%
81.8%

46.0%

a

b

c
74.6% 0.5%

72.8%
43.0%

11.1%

a

b

c
24.4% 13.4%

39.6%
18.1%
7.3%

a

b

c
4.3% 24.0%

75.6%
36.6%

9.1%

a

b

c
39.4% 1.3%

41.4%
14.5%

5.4%

a

b

c
11.3% 32.2%

66.5%
31.1%

5.7%

a

b

c
21.9% 27.4%

89.0%
51.4%

28.8%

a

b

c
55.4% 0.1%

83.4%
48.8%

26.9%

a

b

c
52.1% 0.5%

50.2%
18.1%

3.7%

a

b

c
15.8% 35.4%

58.2%
39.1%

16.4%

a

b

c
19.6% 27.9%

53.1%
26.0%

8.2%

a

b

c
16.9% 39.0%

84.6%
58.5%

35.8%

a

b

c
58.9% 0.5%

78.0%
45.8%

28.5%

a

b

c
49.9% 0.7%

66.6%
38.2%

28.1%

a

b

c
43.5% 1.3%

64.8%
41.6%

17.2%

a

b

c
5.3% 9.3%

74.1%
48.8%

26.6%

a

b

c

- 56 -



- 57 -



- 58 -



- 59 -



- 60 -



- 61 -



- 62 -



- 63 -



- 64 -



- 65 -



- 66 -



- 67 -



- 68 -



- 69 -


